
仕
事
と
家
庭
、
男
性
と

女
性
の
役
割
分
担

学
校
や
職
場
か
ら
家
庭
に
帰

る
と
、ほ
っ
と
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
男
性
だ
か
ら
と
い
っ

て
職
場
で
の
仕
事
だ
け
を
仕
事

と
考
え
、
家
の
中
の
仕
事
に
つ

い
て
は
だ
れ
か
に
任
せ
っ
き
り

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
日
常

生
活
の
家
事
も
か
な
り
の
仕
事

量
で
す
。
そ
こ
に
親
の
介
護
や

子
ど
も
の
世
話
が
加
わ
れ
ば
、

家
族
や
周
囲
の
助
け
な
し
に
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

男
だ
か
ら
家
事
は
し
な
い
、

女
だ
か
ら
結
婚
退
職
を
し
て
家

事
に
専
念
す
る
の
は
当
た
り

前
、
と
い
っ
た
よ
う
な
考
え
方

に
こ
だ
わ
る
時
代
は
終
わ
り
で

す
。
男
性
、
女
性
に
か
か
わ
ら

な
い
家
庭
で
の
仕
事
の
分
担
に

向
け
て
、
社
会
が
動
き
始
め
て

い
ま
す
。

働
き
や
す
い
環
境
に

国
で
は
、
平
成
13
年
11
月
に

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
策
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、「
育
児

休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は

家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福

祉
に
関
す
る
法
律
」
を
改
正
し

ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
今
ま

で
規
定
が
な
か
っ
た
、
育
児
や

介
護
を
行
う
労
働
者
の
時
間
外

労
働
を
制
限
し
た
り
、
子
ど
も

の
看
護
の
た
め
の
休
暇
に
つ
い

て
新
た
に
規
定
し
た
り
す
る
な

ど
、
育
児
や
家
族
の
介
護
を
行

う
労
働
者
を
支
援
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
で
あ
っ
て
も
、
期

間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
の

下
で
働
い
て
い
る
場
合
は
、
育

児
休
業
、
介
護
休
業
の
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

柏
市
の
取
り
組
み

市
で
は
、
平
成
13
年
10
月
に

「
第
二
次
柏
市
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
」を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
目
標
の
一
つ
に

「
男
女
が
職
業
生
活
と
家
庭
生

活
を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く

り
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
男
女
が
仕
事

と
家
庭
を
両
立
し
や
す
い
よ
う

事
業
所
な
ど
へ
働
き
か
け
た

り
、
男
性
も
育
児
や
介
護
に
積

極
的
に
か
か
わ
れ
る
よ
う
、
両

親
学
級
や
介
護
に
役
立
つ
講
座

な
ど
を
開
い
た
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
職
場
や
家
庭
の
ト

ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
女
性
に

は
、
専
用
の
相
談
窓
口
（
別
掲
）

も
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

仕
事
と
家
庭
の
両
立
と
い
う

テ
ー
マ
は
、
自
分
ひ
と
り
の
立

場
や
考
え
方
だ
け
に
か
か
わ
る

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
律

が
整
備
さ
れ
て
も
そ
れ
を
利
用

す
る
人
や
協
力
的
な
環
境
が
な

け
れ
ば
、
ま
っ
た
く
意
味
の
な

い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
に
対
し
て

男
女
の
公
平
な
役
割
に
つ
い
て

ど
う
教
育
す
る
か
と
い
う
こ
と

も
大
切
な
問
題
で
す
。

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
男
女

の
働
き
方
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
生
活
か
ら
切
り
離
せ
な

い
「
仕
事
」
と
「
家
庭
」
を
上

手
に
両
立
さ
せ
る
方
法
を
一
度

ゆ
っ
く
り
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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市の人口
331,023人

125,529世帯

（14.5.1現在）

主な内容�＊�＊�
つくばエクスプレス新駅
計画／ゴミゼロ運動／審
議会等の公募委員が決定�
�
公文書公開と個人情報処
理状況／くらしのＳＯＳ�
�
特集「身近な地域の国際
化」�
�
情報館（講座・講演、こ
どもの広場ほか）�
�
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�

�Ｐ2�
�
�
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�
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

と き  
と こ ろ  
出 演  
費 用  
 
申し込み 

文化課 �7167─1494�問�

　「自分さえよければ…」と思ってしまいがちな今日の世
の中で、「本当の幸せとは何か」を問いかける、愛と勇気
の物語。明るく楽しいファンタスチックコメディーです。
さて、�あなたの幸せはどこにある？”�

7月14日�午後2時開演（午後1時半開場）�
市民文化会館大ホール�
劇団はるか�
全席指定1,200円（4歳以上）※3歳以下は保護者のひ
ざの上でご覧ください�
5月20日�から、文化課チケットガイド（�・�7167─
5785・市役所第2庁舎4階）へ電話・ファクスか直接�

� � 
� 

� 
� 

� 

女性のこころと生き方相談�

　「仕事での人間関係のトラブル…」「だ
れに相談すれば…？」独りで解決できな
い悩みがあるかたは、専門の女性カウン
セラーへご相談ください。�

毎週木曜日午前10時～正午
と午後1時～4時�
市内在住・在勤・在学の女
性のかた、各週先着5人�
1人につき40～50分程度�
無料�
相談を希望する日の前週木
曜日の午前9時から、男女共
同参画室（市役所第1庁舎3
階）へ電話か直接�

相 談 日 �
�
対 象 �
　�
相談時間�
費 用 �
申し込み�

と き �
と こ ろ �
内 容 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
費 用 �
申し込み�

6月29日��
アミュゼ柏�
第1部（午後0時半
～2時半）＝学生・
社会人によるロー
ルプレイ・ディベ
ート、落合恵子氏
（作家）・伊田広
行氏（大阪経済大
学教員）によるミニ講演等�
第2部（午後2時45分～4時45分）＝分科会�
【第1分科会】「あなたにとって�シングル   
　単位”な生き方って？」�
【第2分科会】「パートタイマーの労働条件
　の改善」　�
【第3分科会】「混合名簿って何？～柏市も
　混合名簿が始まりました～」�
【第4分科会】「子どもの人権の確立とジェ
　ンダーフリーの視点を取り入れた保育」�
【第5分科会】「男の料理」�

無料�
往復はがきに、第1部の参加・不参加の別と第
2部に参加を希望する場合は希望の分科会番号、
住所・氏名（ふりがな）・性別・電話番号・
ファクス番号と返信面のあて先を書いて、〒
277─8505　柏市役所男女共同参画室へ、5月
31日�までに郵送（当日消印有効）かファク
ス（7167─1186）で※保育・学童保育・在宅
介護・手話通訳を希望するかたは、申し込み
時に連絡を�

問�
事務管理課�
�7167─1118

　
５
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調
査

票
を
持
っ
て
、
市
内
で
卸
売
業
と
小

売
業
を
営
ん
で
い
る
か
た
の
お
宅
に

伺
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
法
律
に
よ
っ
て
保

護
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

仕
事
を
持
つ
女
性
が
多
い
現
在
、
国
で
は
法
律
を
改
正
し
、
育
児
や
介
護
を
行
う

労
働
者
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て
き
て
い
ま
す
。
柏
市
で
も
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
推
進
計
画
を
作
成
し
た
り
、
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い

た
り
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

落合恵子氏

子育てもパパが一緒に大活躍（両親学級から）



沿
線
で
着
々
と
工
事
が
進
む

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
。「
広

報
か
し
わ
」
１
月
15
日
号
で
、

市
内
に
で
き
る
二
つ
の
駅
舎
の

計
画
と
駅
名
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
百
四
十
七
件
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン

（
仮
称
）
柏
北
部
中
央
駅
に

つ
い
て
は
、
構
造
・
デ
ザ
イ
ン

と
も
原
案
通
り
で
よ
い
、
美
し

い
、
近
代
的
で
あ
る
、
さ
わ
や

か
で
広
が
り
を
感
じ
る
、
デ
ザ

イ
ン
が
知
的
な
感
じ
が
す
る
な

ど
、
好
意
的
な
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
美
し
い
が

凝
り
過
ぎ
で
あ
る
、
丸
み
の
あ

る
や
わ
ら
か
い
感
じ
に
し
て
ほ

し
い
、
冷
た
い
印
象
が
す
る
、

駅
舎
の
面
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン

が
違
い
過
ぎ
る
な
ど
の
提
言
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
仮
称
）
柏
北
部
東
駅
で
は
、

構
造
・
デ
ザ
イ
ン
と
も
原
案
通

り
で
よ
い
、
ス
マ
ー
ト
、
モ
ダ

ン
、
丸
み
が
あ
り
よ
い
、
外
観

が
か
っ
こ
い
い
な
ど
、
好
意
的

に
受
け
止
め
て
い
た
だ
い
た
意

見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

駅
舎
の
機
能

健
常
者
や
高
齢
者
・
障
害
者

が
分
け
隔
て
な
く
利
用
で
き
る

設
計
を
望
む
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
は
上
下
線
設
置
し
て
ほ
し

い
、
駅
に
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
公

共
施
設
の
併
設
を
望
む
な
ど
、

両
駅
に
共
通
す
る
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
ま

で
屋
根
を
作
り
雨
に
ぬ
れ
な
い

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、
駐
輪
場

を
十
分
に
確
保
し
て
ほ
し
い
、

周
辺
エ
リ
ア
の
計
画
・
現
状
を

知
ら
せ
て
ほ
し
い
等
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意

見
や
提
言
は
、
新
駅
駅
舎
検
討

会
議
や
市
議
会
の
常
磐
新
線
整

備
特
別
委
員
会
に
報
告
し
ま
し

た
。皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
や
会
議

で
の
検
討
結
果
か
ら
、
駅
舎
に

つ
い
て
は
、
１
月
15
日
号
で
紹

介
し
た
原
案
（
別
掲
参
照
）
を

基
に
設
計
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
も
、
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
や
提
言
を
踏
ま
え

て
、
今
後
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

駅
名
の
応
募
状
況

新
た
に
で
き
る
二
つ
の
駅
名

に
つ
い
て
は
、（
仮
称
）
柏
北

部
中
央
駅
で
は
、
多
く
の
か
た

が
「
柏
の
葉
」「
柏
の
葉
公
園
」

の
名
前
を
挙
げ
ま
し
た
。（
仮

称
）
柏
北
部
東
駅
で
は
、
駅
の

近
く
を
流
れ
る
利
根
川
や
地
名

を
意
識
し
た
名
前
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

今
後
は
、
学
識
経
験
者
や
関

係
者
か
ら
な
る
（
仮
称
）
駅
名

選
定
委
員
会
を
設
置
し
、
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
駅
名
を
参

考
に
、
年
内
に
候
補
を
決
め
る

予
定
で
す
。
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広報� 平成１４年（２００２年）５月１５日 第１１６９号 �

青少年課 �7131─5896問�

6月8日�午前9時～午後3時�
青少年センター（十余二）�
市内在住の小学生と保護者、先着
30人�
200円（昼食代）�
ロープワーク・アウトドアクッキ
ング・野外レクリエーションなど、
キャンプに必要な基礎知識・技術
を学びます�
筆記用具・軍手・タオル�
5月16日�午前9時から、青少年課
（青少年センター内）へ電話か直
接※費用は後日でも可�

と 　 き �
と こ ろ �
対 象 �
�
費 　 用 �
内 　 容 �
�
�
�
用意する物�
申し込み�

親子キャンプ教室�

�問�

芹沢E介　手仕事の風景～染・織・陶・紙～�

と　き�
�
�
入館料�
�
交　通�

市立砂川美術工芸館第市立砂川美術工芸館第20回企画展回企画展�

5月26日�～9月8日�午前9時半～午後5時（入館は午後4時半まで）
※月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）を除く。5月20日�～25
日�は展示替えのため休館�
一般310円、高校生・大学生150円、小・中学生100円※障害者と70歳以
上のかたは無料。6月15日�の県民の日は入館無料�
徒歩＝柏駅西口から15分、バス＝柏駅西口から東武バス「若柴循環」
で「呼塚交差点」下車・徒歩1分、駐車場＝国道16号の「柏保健所入
口」信号を入る�

　昭和10年代に模様紙の図案や染紙の製作指導で全国を渡り歩いた芹沢C介
は、その折々で出会った風景や人物のスケッチからさまざまな作品を生んで
います。今回は、芹沢C介が心奪われた染色・織物・陶器・紙すきなどに打
ち込む人々の姿や、各地の風景を題材とした作品を集めて展示します。�

市立砂川美術工芸館 �7164─6413

市
で
は
、「
開
か
れ
た
市
政
」

の
一
環
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
市
政
に
参
画
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
審
議
会
な
ど
付
属

機
関
の
委
員
公
募
を
平
成
８
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議

会
な
ど
、
五
つ
の
機
関
で
募
集

を
行
い
、
公
募
委
員
を
決
定
し

ま
し
た
。

七
回
目
の
公
募
と
な
っ
た
今

回
は
、
二
十
四
人
（
男
性
十
九

人
・
女
性
五
人
）
の
か
た
か
ら

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
レ
ポ
ー

ト
等
を
審
査
し
た
結

果
、
別
表
の
八
人
の

か
た
に
委
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し

た
。今

回
決
定
し
た
委

員
の
か
た
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
議
に
参
加
し
て
、

意
見
や
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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■審議会等の公募委員（敬称略）�
委員名�審議会等の名称�

緑政審議会�

生涯学習推進協
議会�

健康福祉審議会�

本庄　光枝�
峯　　和子�
�
才川　寿麿�
高田　武夫�
�
熊谷　直彦�
�
篠崎　　將�
高橋　昌代�
�
沢田　　久�

男女共同参画推
進審議会�

介護保険運営協
議会�

　市内の小学5・6年生から、花自動
車のデザインを募集します。採用され
たデザインを使った車は、7月27日�
・28日�に行われる、柏まつりのミュ
ージック＆花自動車パレードに参加し
ます。�
◎申し込み方法などは、各小学校を通
　してお知らせします。詳しくは市民
　活動推進課にお問い合わせください�

問�市民活動推進課 �7167─1126

花自動車の�
デザインを募集�

５
機
関
で
８
人
が
決
定

審
議
会
等
の
公
募
委
員

フォトレポート・工事の進ちょく状況

�利根川を渡る
鉄橋

�立ち並ぶ高架橋
の橋脚（正連寺
地区）

田中調節池�
付近

多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
新
駅
計
画

（仮称）柏北部東駅
位置：県立柏北高校

東側

駅舎の原案昭
和
57
年
か
ら
始
ま
り
今
年

で
二
十
一
回
目
と
な
る
ゴ
ミ
ゼ

ロ
運
動
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
に
よ
り
、
地
域
の
路
上
な
ど

に
散
乱
す
る
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
ご
み
を
拾
い
、

ぽ
い
捨
て
や
不
法
投
棄
の
な
い

き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
、
約
九
ト
ン
も
の
ご
み
が

た
っ
た
一
日
で
集
め
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
機
会
に
家
族
で
参
加
し

て
、
ご
み
の
減
量
や
ぽ
い
捨
て

防
止
の
こ
と
な
ど
を
話
し
合
う

き
っ
か
け
に
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

と
き

５
月
26
日
（
日
）
午

前
８
時
半
〜
10
時（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ

各
近
隣
セ
ン
タ

ー
、
柏
駅
東
口
・
西
口
周
辺
、

柏
駅
東
口
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
、
南

柏
駅
東
口
、
手
賀
沼
周
辺
（
柏

ふ
る
さ
と
公
園
）、
大
津
川
流

域
内
容

路
上
等
に
散
乱
す
る

空
き
缶
、
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
を
収
集
し
、
指
定
さ
れ

た
集
積
所
で
分
別
し
ま
す

注
意

家
庭
内
の
ご
み
は
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

除
草
・
枝
切
り
等
で
出
た
草
・

枝
は
収
集
で
き
ま
せ
ん

1

ク
リ
ー
ン
推
進
課
�
７
１

６
７
│
１
１
３
９

家
族
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
！

５
月
26
日
は
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

こんな駅名候補が寄せられました�

東柏�
新利根�
柏利根�
大室�
柏大利根�
小青田�
利根柏�
利根川�

柏の葉�
柏の葉公園�
柏中央�
若柴�
柏若柴�
十余二�
西柏�

（仮称）柏北部東駅�（仮称）柏北部中央駅�

位置：柏ゴルフ場跡地内
（仮称）柏北部中央駅

十余二・梅林地区
▲

▼

染織陶紙四曲屏風（部分）



◆
公
文
書
の
開
示
制
度

公
文
書
開
示
制
度
は
、「
柏

市
情
報
公
開
条
例
」（
注
）
に

基
づ
き
、
皆
さ
ん
の
請
求
に
応

じ
て
市
が
保
有
し
て
い
る
公
文

書
を
原
則
と
し
て
開
示
す
る
仕

組
み
で
す
。
開
示
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
年
度
ご
と
に
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
度
の
開
示
請
求

は
、
九
十
一
件
で
し
た
（
別
表

１
）。
開
示
請
求
に
対
す
る
決

定
等
の
状
況
は
、
別
表
２
の
と

お
り
で
す
。
公
文
書
の
開
示
率

は
、
九
六
・
三
％
で
し
た
。

ま
た
、
不
開
示
決
定
に
対
す

る
請
求
者
か
ら
の
不
服
申
し
立

て
は
、
平
成
13
年
度
に
は
二
件

あ
り
ま
し
た
が
、
柏
市
情
報
公

開
審
査
会
に
諮
問
し
、
そ
の
答

申
を
尊
重
し
て
別
表
３
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

◆
審
議
会
な
ど
の
会
議
の
公

開
と
外
郭
団
体
の
情
報
公
開

情
報
公
開
条
例
で
は
、
公
文

書
開
示
制
度
の
ほ
か
、
審
議
会

等
の
会
議
の
公
開
や
外
郭
団
体

の
情
報
公
開
に
関
す
る
仕
組
み

を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
基

づ
き
外
郭
団
体
で
も
規
程
を
定

め
、
昨
年
10
月
か
ら
、
情
報
公

開
の
準
備
を
整
え
ま
し
た
が
、

昨
年
度
は
開
示
の
申
し
出
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
13
年
度
の
審
議
会
等
の

会
議
の
公
開
状
況
は
、
別
表
４

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
非
公

開
の
理
由
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
な
ど
で
す
。

◆
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
に

よ
る
個
人
情
報
保
護
制
度

こ
の
制
度
は
、
市
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
処
理
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
、
適
正

に
管
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
実
施
状
況
に
つ
い

て
は
、「
柏
市
電
子
計
算
機
処

理
に
係
る
個
人
情
報
保
護
条

例
」
に
基
づ
き
、
毎
年
度
公
表

し
ま
す
。

平
成
13
年
度
中
に
、
個
人
情

報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
し

た
業
務
数
は
、
別
表
５
の
と
お

り
で
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
に

つ
い
て
の
開
示
・
訂
正
・
削
除

の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。※

注

柏
市
情
報
公
開
条
例

＝
「
柏
市
公
文
書
公
開
条
例
」

を
全
面
的
に
改
正
し
、
平
成
12

年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
条
例
。

市
の
持
っ
て
い
る
情
報
を
よ
り

積
極
的
に
公
開
す
る
仕
組
み
を

定
め
た
も
の

1

公
文
書
の
開
示
＝
行
政
課

�
７
１
６
７
│
１
１
１
２
、
審

議
会
な
ど
の
会
議
の
公
開
・
個

人
情
報
の
保
護
＝
事
務
管
理
課

�
７
１
６
７
│
１
１
１
８

広報�③ 第１１６９号 平成１４年（２００２年）５月１５日

リサイクルプラザリボン館 �7199─5082問�

とき・内容 
と こ ろ  
対 象  
費 用  
申し込み 

別掲のとおり�
リサイクルプラザ（十余二）�
市内在住のかた、各講座先着10人�
無料�
5月15日�午前9時から、リサイク
ルプラザへ電話か直接�

　4月にオープンしたリサイクルプラザのリ
ボン館では、ごみの減量やリサイクルに関
する各種事業を毎月開催していきます。ま
た、今月からリサイクル家具の展示・販売
と施設見学を行っています。ぜひ、ご来館
ください。�

リサイクル体験教室�
と　き 
 
ところ 
対　象 
内　容 
 
費　用 

5月31日�午後2時～ 4
時�
勤労会館�
市内在住のかた、32人�
コンテナで小さなハー
ブガーデンを作ります�
2,000円�

と　き 
 
ところ 
対　象 
内　容 
 
費　用 

7月2日�午後2時半～ 4
時半�
藤心近隣センター�
市内在住のかた、32人�
梅雨時を彩るようなハン
ギングを作ります�
2,000円�

◎申し込み�
往復はがきに、希望するテーマ名と住所・氏名・年齢・電話番号
と返信面のあて先を書いて、〒277－0001呼塚新田204－2　柏市みど
りの基金へ、5月18日�までに郵送で（当日消印有効）※応募者多
数の場合は抽選。結果は�については5月24日�までに、�につい
ては6月中旬に通知します�

花と緑の教室�
�初夏の香りはハーブから �夏色のハンギング 

柏市みどりの基金 �7160─3120問�

リサイクルプラザ 

不要な衣類から犬の洋服をつくるリフォ
ーム教室�
と　　き　6日�午前10時～午後1時 
用意する物　Ｔシャツ・裁縫道具�

包丁とぎ教室�
と　　き　9日�午前10時～正午 
用意する物　包丁�

不要なズボンから子どものスカートをつ
くるリフォーム教室�
と　　き　16日�午後1時～4時 
用意する物　ズボン・裁縫道具（リッ　　
　　　　　パー)�

リボン館・6月の教室�

秘書課�

総務部�

企画部�

財政部�

市民生活部�

保健福祉部�

経済部�

環境部�

都市計画部�

都市緑政部�

学校教育部�

監査事務局�

議会事務局�

消防本部�

児童家庭部�

土木部�

総務課�

実施機関�件数� 主 な 内 容 �
市 長 �

教育委員会�

監査委員�

議会�

消防長�

合計�

■表1 　開示請求等の状況� （件）�

前市長の病状、職務遂行能力に関する文書�
住民訴訟の弁護士費用負担に関する資料�
市議会の国内・海外視察に関する資料�
職員の時間外勤務手当に関する資料�
職員の喫煙に関する文書等�
庁舎玄関損壊、事務室内放火事件に関する文書等�
庁舎内フロア図�
庁舎管理に関する市民との応対がわかる文書�
定例主管者会議の議事録と提出資料�
市長への手紙とそれに対する回答に関する文書�
光ケ丘団地建て替えに関する市民との応対に関する文書等�
町会からの要望書�
町会内に建設される集合施設についての陳情等に関する文書�
首都圏新都市鉄道株式会社への出資金に関する資料�
平成12年度補助金一覧�
市内所在の法人名、住所、電話番号がわかるリスト�
軽自動車税申告書�
光ケ丘団地の家屋番号と号棟番号との関連がわかる資料�
資産税課税台帳、謄本の取得に関する文書�
町会長・自治会長名簿�
墓地台帳�
民生委員協議会補助金実績報告書と会議次第�
介護給付費等請求額通知書�
保育園の空き状況等に関する資料�
庁舎玄関損壊、事務室内放火事件に関する県への報告文書等�
第二清掃工場の搬入道路に関する市民団体からの要望書等�
京都市新清掃工場視察に関する資料�
柏市最終処分場の使用に関する協定書�
ごみ処理手数料領収済通知書�
柏市最終処分場放流排水の水質分析結果に関する資料�
ばい煙発生施設届出台帳�
職業訓練法人の決算報告書�
柏市たばこ税協議会と労働団体への補助金に関する実績報告書�
消費生活相談カード�
市内幹線道路交通量調査表�
首都圏新都市鉄道株式会社の資金運用、事業収支予測に関する資料�
千葉県と柏市の常磐新線建設、北部開発に関する文書�
道路位置指定申請書、公告掲示依頼文、公告文�
建築計画概要書�
光ケ丘団地建て替えに関する図面､文書、その他資料等�
建築確認申請に係る図書等と設計変更届�
柏市建築審査会議事録�
開発行為、宅地造成に係る工事の許可等に関する文書�
北柏駅北口土地区画整理事業計画書�
区画整理事業実施後の住居表示新旧対照表�
道路用地売買契約書�
道路台帳調書�
�
教科書採択、給食業務委託に関する教育委員会議議事録�
内申書、学習指導要録�
�
平成8年度から平成12年度までの監査請求に関する資料�
�
柏市消防団事業補助金、千葉県消防協会東葛飾支部柏市分会
補助金、東葛飾支部操法大会出場補助金、千葉県消防操法大
会出場補助金実績報告書�
柏市防火安全協会補助金実績報告書�
�
議長交際費に関する資料�
市政調査研究費決算報告書�
国内・海外視察に関する資料�

79�
1�
2�
1�
1�
4�
3�
1�
1�
1�
2�
1�
1�
2�
1�
1�
1�
1�
2�
2�
2�
1�
1�
1�
1�
1�
1�
2�
1�
1�
1�
1�
1�
1�
1�
1�
2�
1�
1�
1�
6�
15�
1�
1�
1�
1�
1�
1�
6�
5�
1�
1�
1�
2�
�
1�
�
1�
3�
1�
1�
1�
91

45

389

92
5
292

会議を開催し�
た審議会等�

延べ開催回数�

公　　開�

一部公開�

非 公 開 �

（件）�

（件）■表5　個人情報処理業務の状況��■表4　会議公開�
　　　　状況� 実施機関名�

市 長 �

教育委員会

選挙管理委員会

農業委員会

水道事業管理者

合 計 �

81�
14�
１�
１�
４�
101

業務�

─�
─�
─�
─�
─�
─�

1�
─�
─�
─�
─�
1

10�
1�
─�
─�
─�
11

開始
届出�

廃止
届出�

変更
届出�

「
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の

再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
」

（
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
が
５

月
30
日
（
木
）
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。
住
宅
や
ビ
ル
を
壊
し
た

と
き
に
発
生
す
る
廃
棄
物
の
分

別
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
義
務
付
け

る
も
の
で
、
工
事
に
関
わ
る
業

者
の
か
た
だ
け
で
な
く
、
建
て

替
え
な
ど
で
自
分
の
家
な
ど
を

壊
す
か
た
も
総
床
面
積
が
八
十

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
だ
と
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

基
準
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1

建
築
指
導
課
�
７
１
６
７

│
１
１
４
５
・
土
木
総
務
課
�

７
１
６
７
│
１
２
９
９

■表2　決定の状況�

区分�

件数�

決 定 区 分 �

開 示�部分開示�
不開示�

（うち不存在）�

取り�
下げ�

計�

40 38 11（8）�2 91

開示率�
（開示＋部分開示）�

（開示＋部分開示＋不開示－不存在）�
×100

（件）�

５
月
30
日
か
ら
施
行

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

実施状況を公表

公文書開示と個人情報〜
市
民
の
相
談
か
ら
・
そ
の   

〜�

12

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
や
要
望
で
、
多
く
寄

せ
ら
れ
る
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ.

利
用
者
端
末
機
の
増
設
を

近
隣
セ
ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
予
約
申
し
込
み
を
行
う
利
用
者
端

末
機
を
、
柏
駅
東
口
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
や
か
し
わ
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
れ
ば

便
利
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

Ａ.

利
用
者
端
末
機
の
増
設
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

増
設
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施

設
を
よ
り
利
用
し
や
す
く
す
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
が
で

き
る
よ
う
に
、
今
年
度
中
の
稼
働
に

向
け
て
、
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ.

利
用
者
端
末
機
の
順
番
待
ち
が

大
変
な
の
で
す
が

利
用
者
端
末
機
の
利
用
に
当
た

り
、
一
人
の
利
用
者
が
長
時
間
機
械

を
独
占
す
る
た
め
、
順
番
に
な
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
の
で
す
が
。

Ａ.

ル
ー
ル
の
遵
守
を
お
願
い
し
ま

す
。市

に
は
、
一
部
の
利
用
者
が
複
数

の
カ
ー
ド
を
使
い
、
利
用
者
端
末
機

を
長
時
間
使
用
し
て
い
る
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
カ
ー

ド
の
他
人
へ
の
譲
渡
や
貸
与
は
で
き

ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
を
守
り
、
皆
さ
ん
が
気
持

ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ.

近
隣
セ
ン
タ
ー
の
開
館
日
は
？

月
曜
日
で
も
近
隣
セ
ン
タ
ー
を
利

用
で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
。
開
館
日

と
開
館
時
間
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ.

一
部
の
月
曜
日
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

昨
年
４
月
か
ら
第
二
・
第
四
・
第

五
月
曜
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。
開

館
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
＝
近
隣
セ
ン
タ
ー
の

予
約
に
つ
い
て
は
、
市
民
活
動
推
進

課
�
７
１
６
７
│
１
１
２
６
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
予
約
に
つ
い
て
は
、
体

育
課
�
７
１
６
７
│
１
５
３
６
〉

（件）�■表3　不服申し立ての状況�

区分� 件数�
認容�

取下
げ�

検討
中�却下�棄却�一部

認容�

裁決または決定�
処理状況�

審査請求�

異議�
申立て�

平成12年度�
申立て分�
平成13年度�
申立て分�

─�

2

5

─�

─�

2

─�

─�

1

─�

1

2

─�

─�

─�

─�

─�

─�

─�

1

─�
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◇
研
究
員
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

市
内
北
部
の
柏
の
葉
地
区
に
は
、
東

京
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
や
税
関
研
修

所
、
企
業
の
最
先
端
技
術
を
研
究
・
開

発
し
て
い
る
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
な
ど

が
あ
り
、
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
研

修
会
な
ど
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

行
わ
れ
、
国
外
か
ら
も
多
く
の
研
究
者

や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
首
都
圏
に
勤
務
す
る
外
国
人

の
中
に
も
、
市
内
に
住
居
を
構
え
て
い

る
か
た
も
い
ま
す
。

◇
留
学
生

市
内
の
大
学
で
は
昨
年
度
、
四
百
四

十
八
人
の
留
学
生
が
学
び
、
市
内
在
住

の
留
学
生
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

◇
外
国
人
児
童
・
生
徒

昨
年
度
、
市
内
の
小
・
中
学
校
に
在

籍
し
た
外
国
籍
の
児
童
・
生
徒
は
、
小

学
生
五
十
五
人
、
中
学
生
三
十
人
で
し

た
。◇

市
内
の
登
録
者
は
ど
れ
ぐ
ら
い
？

で
は
、
実
際
に
、
市
内
に
は
何
人
の

外
国
人
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
毎
年

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、特
に
、

こ
こ
数
年
の
増
加
率
は
著
し
く
、
昨
年

12
月
末
現
在
の
外
国
人
登
録
者
数
は
、

◇
「
外
国
人
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

（
英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
・
中
国
語
・
ハ
ン
グ
ル
の
五
カ
国

語
版
、
写
真
参
照
）
＝
病
気
や
交
通

事
故
な
ど
の
緊
急
時
の
対
応
や
外
国

人
登
録
・
保
険
・
税
金
等
各
種
手
続

き
の
仕
方
、
施
設
の
案
内
な
ど
、
外

国
の
か
た
が
日
常
生
活
を
送
る
上
で

必
要
な
情
報
を
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

◇
「
か
し
わ
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
」（
英

語
･
日
本
語
併
記
、
写
真
参
照
）
＝

柏
市
へ
の
訪
問
者
向
け
に
、
市
内
の

公
共
施
設
・
病
院
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
等
の
主
要
施
設
の

案
内
や
成
田
空
港
ま
で
の
鉄
道
路
線

図
、
市
内
の
宿
泊
施
設
・
見
ど
こ
ろ

な
ど
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

す
。い

ず
れ
も
、
国
際
交
流
室
（
市
役

所
第
二
庁
舎
三
階
）
・
か
し
わ
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
フ
ァ

ミ
リ
か
し
わ
三
階
）
・
各
近
隣
セ
ン

タ
ー
・
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
７
月
か
ら
、
外
国
語
情
報

誌
（
英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
中
国
語

版
）
を
年
四
回
発
行
す
る
予
定
で
す
。

◇
「
外
国
人
の
た
め
の
相
談
」
＝

英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
中
国
語
を
母

国
語
と
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
外

国
の
か
た
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
お

答
え
し
ま
す
。

と
き

①
英
語
＝
毎
週
月
曜
日
②

中
国
語
＝
毎
週
水
曜
日
③
ス
ペ
イ
ン

語
＝
毎
週
水
曜
日
と
毎
月
第
一
・
三

月
曜
日
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
５
時

と
こ
ろ

国
際
交
流
室

三
千
九
百
四
十
五
人
と
、
平
成
元
年
の

約
三
倍
に
も
達
し
て
い
ま
す
（「
外
国

人
登
録
者
数
と
国
籍
別
割
合
の
推
移
」

参
照
）。

国
籍
（
出
身
地
）
別
で
は
、
韓
国
・

朝
鮮
や
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
、
ア

ジ
ア
系
の
か
た
が
全
体
の
七
〇
％
を
占

め
、
次
に
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
な
ど
が
続
い
て
い
ま
す
。

国
籍
数
は
意
外
に
多
く
、
合
計
で
七
十

カ
国
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

困っている外国人に教えてあげて！

柏
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
７
月

に
ト
ー
ラ
ン
ス
市
か
ら
柏
市
を
訪
問

す
る
青
少
年
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

く
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
異
文
化
を
体
験
す
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
家
族
ぐ
る
み
で
「
国
際
交
流
」

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間

①
７
月
11
日
（
木
）
〜
21

日
（
日
）
②
７
月
21
日
（
日
）
〜
31

日
（
水
）

応
募
条
件

次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
家
庭
①
市
内
在
住
で
あ
る

②
受
け
入
れ
に
か
か
る
費
用
を
負
担

で
き
る
③
指
定
す
る
場
所
へ
の
送
迎

が
で
き
る
（
主
に
柏
市
役
所
、
柏
駅

周
辺
な
ど
）
④
家
族
の
中
に
日
常
英

会
話
の
で
き
る
か
た
が
い
る
※
こ
の

ほ
か
、
柏
市
国
際
交
流
協
会
に
ご
入

会
い
た
だ
く
こ
と
が
条
件
で
す

申
し
込
み

５
月
27
日
（
月
）
ま

で
に
、
国
際
交
流
室
内
柏
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
�
７
１
６
７
│
０

９
４
１
）
へ
電
話
で

ホストファミリー大募集異文
化体
験の

チャ
ンス
！

柏市では今、100人に1人は外国人

①「日本語教室」＝在住外国人の
かたに、日本での生活に必要な日本
語をレベルに合わせて教えています
②「日本語おもしろサロン」＝日
本語習得と仲間づくりを目指して日
本の文化・生活習慣を紹介していま
す
③「日本語講師の学校派遣」＝日

本語ボランティアのかたが学校に出
向いて、外国人の児童・生徒へ学校
生活に必要な日本語を教えています
また、在住外国人のかたから母国
の文化を紹介していただき、市民の
かたが日本と異なる文化を理解しな
がら、お互いに交流を深めていく活
動も行っています。

平成4年に、市民主体の活動を目的として立ち上げられた「柏市国際
交流協会」では、さまざまな事業を通じて、外国人への支援や、お互
いの交流を深めています。

外国人市民のサポート・異文化の体験を市民の手で

■外国人登録者数と国籍別割合の推移

1,354

2,444

3,014
3,348

3,945（人）�

0
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中　　国�
韓国・朝鮮�
フィリピン�
ブラジル�
ペ ル ー �
アメリカ�
タ　　イ�
そ の 他 �

平成元年�5年� 11年� 12年� 13年�

日本を知る、柏を知る・在住外国人への支援

市では、国際化事業の一つとして、
昭和48年にアメリカ合衆国カリフォ
ルニア州のトーランス市と姉妹都市
の関係を結びました。また、昭和58
年に中国河北省の承徳市、平成３年
にアメリカ合衆国准州のグアムと友
好都市の関係を結んでいます。
アメリカ西海岸のロサンゼルスの
南に位置するトーランス市とは、青
少年の交流活動でホームステイなど
を通じて市民レベルで交流を深めて

います。
河北省東北部の山地にある承徳市
とは、青少年の交流をはじめ、文
化・スポーツ・経済教育などさまざ
まな分野で交流を行っています。
日本から南へ2,500キロメートル地
点のマリアナ諸島南端にあるグアム
とは、日本から飛行機で3時間という
こともあり、お互いの異なる環境・
文化・習慣の中での中学生の交換プ
ログラムが盛んに行われています。

問い合わせ　国際交流室 �7167－0941
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①レベル別に日本語を学ぶ ③学校の教室で日本語を勉強②楽しみながら「日本」がわかる

今日からあなたも国際人！？みんな友だち～姉妹都市と友好都市 特 集

・今でこそ日本の生活に慣れたアサ　

ノさんとキムさんですが、日本へ来　

たころ困ったことというと、どんな

ことがあり

ましたか

キムさん

知り合いの

人と会っ

て、帰り際

に「今度遊

びに来て」

と言われたので、すぐに遊びに行った

ら、いやな顔をされたことがありまし

た。それからは、3回誘われたら「ホ

ントに行っていいですか」と確かめて

から行くようにしています（笑）。

アサノさん　日本の人は物事を遠回

しに言うので、言いたいことがよく分

からなかったり、出かけるときにいつ

も、「お出かけですか？どちらへ」と

聞かれて、これが日本流のあいさつと

分かるまで「どうしてプライベートな

ことを言わなくちゃいけないの」と思

ったりしたことがありました。

中野さん　日本の習慣が分からない

から、うまくコミュニケーションが図

れなかっ

たんです

ね。その

国独特の

習慣を理

解するの

はとても

難しいも

の。周りの日本の人がよく教えてあげ

る必要がありますね。

キムさん　急病のとき、救急車を呼

びたかったのですが、あとでいくら請

求されるのか怖くて呼べなかった、と

いうこともありました。また韓国では、

自分が入ったあとのお風呂のお湯は捨

てる、という習慣があります。以前、

日本の友人の家でお湯を捨ててしまっ

て「あっ、お湯がない…」とびっくり

されたことがありました。

中野さん　そういうことって、たく

さんあると思いますね。日本の人には

当たり前のことも、外国の人にとって

は当たり前じゃない。だけど、日本の

人には当たり前過ぎるために教える必

要があることに気が付かないんです

ね。

アサノさん　私の場合は結婚して夫

の両親と同居したので、家族から日本

の習慣や知識を教えてもらえました。

キムさんはそれができないので大変で

すね。

・キムさんは、困ったときに、周り　

に相談できる日本人はいますか？

キムさん　いません。まず、近所の

人とは知り合うきっかけがありませ

ん。あいさつはしますけど…。やはり、

何かあると市役所に相談に行きます。

あとは、インターネットですね。

中野さん どうしても外国の人は、

日本の習慣や言葉がよく分からない

と、守りに入って周りと接しなくなっ

てしまいます。日本の人から勇気を出

して声をかけて、きっかけを作ってあ

げてほしいですね。外国の人を特別視

しないで、普通に同じ市民として接す

ることです。それから、どうしたら情

報を伝えられるか、どうしたら情報を

手に入れられるか、お互いにもっと努

力する必要があると思います。

アサノさん 駅やデパートなど、人

が多く集まる所に外国人向けの大きな

掲示板を作ったらどうでしょうか。

・人が多く集まる所ということで、
昨年、柏駅の東口に「かしわインフ　

ォメーションセンター」をオープン

しましたが、そこで外国人への情報

提供もしていますがご存じですか？　

キムさん　私は知っていますが、知

らない人も多いと思います。私は新聞

を取っていないので市の広報紙も読み

ません。市のホームページがあること

も知りませんでした。

・新聞を取っていないかたには、直

接ご自宅に広報紙を郵送できますの

で、次回からお送りします。

キムさん　ぜひ、お願いします（笑）。

・また、市では、外国人登録を受け

たとき、柏市について外国語で案内　

した冊子やパンフレットなどをお渡

ししていますので活用していただき　

たいと思います。

アサノさん　お互いが知り合うきっ

かけとして、地域のイベントに参加す

る方法があると思いますが、外国人は

参加しづらいですね。いきなり行って

も、じろじろ見られるだけ。参加者の

募集記事に一言、「外国のかたもどう

ぞ」と書いてあれば、お互いに心の準

備もできるので行きやすくなると思い

ます。

キムさん　そうですね。

・キムさんは悩みごとはだれに相談

していますか？

キムさん　近所には知り合いがいな

いので、不満や悩みを聞いてくれる人

がいません。ですから、いつも「お金

を払うから私の

話を聞いてくれ

る日本人はいな

いか！」、そん

な心境になりま

すね（苦笑）。

中野さん　社

会の中にお互い

を理解し合うシステム、例えば会社や

学校などに、外国人がなんでも気軽に

相談できる相談室などを設けることが

必要ですね。最近「異文化コミュニケ

ーション」という言葉を聞きますが、

まさに、日常生活の中の身近なコミュ

ニケーションを通して、お互いを理解

することが一番大切なんですね。

アサノさん　そのときは、日本の人

も外国の人も、お互いの国を代表して

いるという気持ちで相手を思いやって

接することが理想ですね。

中野さん　近くに外国の人が住んで

いたら、特に何をするということでは

なくても、ただ一緒にちょっとお茶を

飲んでみる、それだけでもいいんです

ね。それがお付き合いの一つのきっか

けになれば…。

国際化って、難しく考えずに、身　

の周りで、気楽に言葉を交わすこと

から始まるんですね。皆さん、今日

は、お忙しいところ、どうもありが

とうございました。

留学のために日本へやってきて、柏に住んで４年の韓国籍のキム・ピョン
ユンさんと、日本人と結婚して柏に24年というスペイン国籍のアサノ・マリ
アンジェルスさん。今日は、このお二人と、15年間、外国人に日本語を教え
ながら、いろいろな相談にものっている中野洋子さんに、日本人と外国人が
仲良く暮らしていくためにはどうしたらいいのか、お話を伺いました。

　ショッピングや食事、サッカーの観戦など、連日のように人が集い活気にあふれて

いる柏市。最近では、市内のハイテク関連企業へ訪れるビジネスマンや国際イベント

への参加者など、海外から柏市を訪れる外国人が増えています。そして、市内で暮ら

しているかたもよく見かけるようになりました。しかし、外国人と聞いただけで戸惑

ってしまい、「言葉が通じないから」「考え方が分からないから」と、つい敬遠して

しまう、という市民のかたもまだ多いようです。今回は、あなたの身近にいる外国人

と上手にコミュニケーションを図り、同じ市民としてうまくお付き合いをしていくに

はどうしたらいいのかを一緒に考えてみましょう。はどうしたらいいのかを一緒に考えてみましょう。�

　ショッピングや食事、サッカーの観戦など、連日のように人が集い活気にあふれて

いる柏市。最近では、市内のハイテク関連企業へ訪れるビジネスマンや国際イベント

への参加者など、海外から柏市を訪れる外国人が増えています。そして、市内で暮ら

しているかたもよく見かけるようになりました。しかし、外国人と聞いただけで戸惑

ってしまい、「言葉が通じないから」「考え方が分からないから」と、つい敬遠して

しまう、という市民のかたもまだ多いようです。今回は、あなたの身近にいる外国人

と上手にコミュニケーションを図り、同じ市民としてうまくお付き合いをしていくに

はどうしたらいいのかを一緒に考えてみましょう。�

Ｑ1.　市内で外国人登録をしている人は約何人でしょうか。（昨年12月末現在）�
　　　① 1,000人　② 2,500人　③ 4,000人�
�
Ｑ2.　市内の外国人登録者の国籍は合計何カ国でしょうか。（昨年12月末現在）�
　　　① 20カ国　② 45カ国　③ 70カ国�

�
Ｑ3.　平成13年度中に市内の大学で学んだ留学生は約何人でしょうか。�
　　　① 150人　② 450人　③ 950人�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※答えは本文の中にあります�

　今回は「身近な地域の国際化」がテーマ。今、皆さんの周りでは多くの外国人
が学び、働き、そして生活しています。あなたの住んでいる地域も例外ではない
でしょう。そこで、市内にいる外国籍のかたにちなんだ問題です。それぞれ3つ
の中から1つだけ正解を選んでください。さて、あなたは全問正解できますか？�

アサノさん

中野さん

キムさん



不
登
校
を
考
え
る
親
の

集
い

と
き

５
月
24
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン

タ
ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
）対

象

不
登
校
の
お
子
さ
ん

の
保
護
者
、
先
着
三
十
人
（
子

ど
も
連
れ
も
可
）

内
容

不
登
校
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
（
聴
く
だ
け
も
可
）

費
用

無
料

申
し
込
み
　
５
月
16
日（
木
）

午
前
10
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
３
―
４
０
５
０

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教

室と
き

６
月
28
日
（
金
）
・

29
日
（
土
）
・
７
月
１
日

（
月
）
午
後
１
時
半
〜
４
時

対
象

市
内
在
住
で
、
二
十

歳
以
上
の
女
性
、
各
日
百
三
十

五
人
※
希
望
者
は
、
受
講
後
に

市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
骨
量

測
定
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
自
己

負
担
千
円
。
現
在
、
治
療
中
や

経
過
観
察
中
の
か
た
を
除
く
）

申
し
込
み

は
が
き
に
「
骨

粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
（
生
年
月
日
）
・
電
話
番

号
・
受
講
希
望
日
と
骨
量
測
定

希
望
の
有
無
を
書
い
て
、
〒
２

７
７
―
８
５
１
２
柏
市
健
康

推
進
課
へ
、
６
月
３
日
（
月
）

ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

―
３
３
３
３

ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
食
事

学と
き

６
月
11
日
（
火
）
・

17
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後

０
時
半
（
17
日
は
午
後
１
時
半

ま
で
）

と
こ
ろ

勤
労
会
館
・
保
健

セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、

先
着
二
十
五
人

内
容

生
活
習
慣
病
予
防
の

食
生
活
の
講
義
、
調
理
実
習
、

食
生
活
チ
ェ
ッ
ク

費
用

六
百
円
（
調
理
実
習

費
）申

し
込
み

健
康
推
進
課
へ

電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

―
３
３
３
３

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室

と
き

６
月
３
日
（
月
）
午

前
10
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

妊
婦
（
家
族
も
可
）

費
用

六
百
円

用
意
す
る
物

米
半
カ
ッ

プ
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど

申
し
込
み

健
康
推
進
課
へ

電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

―
３
３
３
３

家
庭
教
育
学
級
「
子
育

て
か
ら
学
ぶ
、
こ
ん
な

と
き
親
は
」

と
き

６
月
６
日
〜
７
月
11

日
の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
計
六
回
）

と
こ
ろ

高
田
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

中
学
生
の
子
を
持
つ

保
護
者
、
先
着
二
十
五
人

内
容

子
ど
も
の
再
発
見
・

反
抗
と
自
立
・
不
登
校
な
ど

費
用

無
料
　

申
し
込
み

５
月
16
日（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
高
田
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

高
田
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
４
４
―
９
２
９
２

自
然
観
察
と
手
づ
く
り

教
室

と
き

６
月
７
日
〜
７
月
５

日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
（
計
五
回
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
で
、
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
つ
、
肢
体
不

自
由
の
か
た
十
人
・
視
覚
障
害

の
か
た
五
人
・
聴
覚
障
害
の
か

た
五
人

内
容

散
策
・
押
し
葉
や
草

花
な
ど
を
使
っ
た
創
作

費
用

百
〜
二
百
円
程
度
　
　

申
し
込
み

５
月
31
日（
金
）

ま
で
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
か

直
接
※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
初
め
て
の
か
た
を
優
先

そ
の
他

無
料
送
迎
バ
ス
あ

り
※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
乗

車
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
６
３
―
９
３
５
３

（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

と
き

６
月
17
日
〜
12
月
２

日
の
指
定
す
る
月
曜
日
午
後
６

時
半
〜
８
時
半
（
計
二
十
回
）

※
三
年
間
で
六
十
回
予
定

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
で
、
手
話

通
訳
活
動
が
三
年
以
上
で
日
常

会
話
が
で
き
、
修
了
後
登
録
し

手
話
通
訳
活
動
が
で
き
る
か

た
、
二
十
人

費
用

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
実
費
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・
職

業
・
電
話
番
号
・
手
話
通
訳
活

動
年
数
・
活
動
内
容
と
返
信
面

の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
―
８
５
０
５
　
柏
市
役
所
障

害
福
祉
課
へ
、
５
月
24
日
（
金
）

ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

◎
６
月
３
日
（
月
）
に
説
明

会
と
面
接
が
あ
り
ま
す

1

障
害
福
祉
課
�
７
１
６
７

―
１
１
３
６

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
座

と
き

６
月
５
日
か
ら
の
毎

週
水
・
金
曜
日
【
昼
の
部
】
午

後
１
時
半
〜
４
時
、【
夜
の
部
】

午
後
６
時
半
〜
９
時
（
各
部
計

十
二
回
）

と
こ
ろ

柏
工
業
専
門
校
　

定
員

各
部
十
二
人

内
容

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
98
・

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
等

費
用

三
万
円

申
し
込
み
期
限

５
月
24
日

（
金
）
ま
で

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
工
業
専
門
校
�
７
１
４

４
―
６
６
８
１

学
校
開
放
講
座
「
は
じ

め
て
の
ワ
イ
ン
講
座
」

と
き

５
月
25
日
〜
11
月
23

日
の
土
曜
日
の
う
ち
六
回
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

県
立
柏
陵
高
校

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、

先
着
三
十
人

内
容

講
義
と
テ
ー
ス
テ
ィ

ン
グ費

用

六
千
円
（
教
材
費
）

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

県
立
柏
陵
高
校
�
７
１
７

４
―
８
５
５
１

二
級
訪
問
介
護
員
養
成

講
座

と
き

６
月
８
日
（
土
）
〜

８
月
10
日
（
土
）
の
�
講
義
＝

毎
週
土
曜
日
か
土
・
日
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
（
計
百
時

間
）
②
実
習
＝
月
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
計
三
十

時
間
）

と
こ
ろ

田
中
農
業
協
同
組

合
・
田
中
農
協
病
院

定
員

三
十
二
人

費
用

七
万
円
（
教
材
費
）

申
し
込
み

は
が
き
に
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０
８
３

２
北
柏
三
丁
目
五
│
四
　
千
葉

県
高
齢
者
協
同
組
合
へ
、
５
月

22
日
（
水
）
ま
で
に
郵
送
（
必

着
）
か
電
話
で
※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
選
考

1

千
葉
県
高
齢
者
協
同
組
合

�
７
１
６
７
│
５
３
９
３

広報� 平成１４年（２００２年）５月１５日 第１１６９号 �

講
演
「
子
ど
も
の
個
性
を
伸
ば

す
に
は
」

５
／
23
の
10
時
〜
11

時
半
、
南
部
近
セ
。
三
百
円
。
樫

村
�
７
１
３
９
│
８
９
３
１

柏
市
民
吹
奏
楽
団
「
第
三
十
一

回
演
奏
会
」

６
／
２
の
14
時
〜

16
時
、
市
民
文
化
会
館
。
四
百
円

（
小
学
生
以
下
無
料
）。
西
宮
�
０

９
０
│
１
５
３
６
│
０
９
７
６

第
十
九
回
全
国
一
斉
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
大
会

５
／
19
の
10
時
か

ら
、
柏
の
葉
公
園
周
辺
。
四
百
円

（
子
ど
も
三
百
円
）。
湯
山
�
７
１

７
３
│
２
２
２
８
（
18
時
以
降
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

６
／
１

の
11
時
〜
14
時
（
雨
の
場
合
は
６

／
２
）、
千
代
田
町
公
園
。
売
り

上
げ
の
五
％
と
出
店
料
二
千
円
。

高
橋
�
７
１
７
４
│
１
２
１
９

春
の
お
話
会

５
／
25
の
14
時

〜
16
時
、
新
田
原
近
セ
。
幼
児
〜

小
学
生
。
無
料
。
鍋
田
�
７
１
６

４
│
８
８
３
６

M
ake

U
s
O
ne
2002

「
ゴ

ス
ペ
ル
と
サ
ッ
カ
ー
の
夕
べ
」

５
／
26
の
17
時
半
〜
19
時
半
、
ア

ミ
ュ
ゼ
柏
。
無
料
。
小
野
�
７
１

７
５
│
２
３
９
６

プ
ロ
写
真
家
セ
ミ
ナ
ー
「
ス
ラ

イ
ド
見
学
＆
講
演
」

５
／
18
の

18
時
半
〜
20
時
、
中
公
。
千
円
。

新
井
�
７
１
６
７
│
１
７
４
７

医
療
セ
ミ
ナ
ー
「
患
者
と
医
者

の
よ
り
良
い
関
係
」

６
／
２
の

18
時
〜
21
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
講

師
は
天
野
医
院
院
長
。
千
円
。
谷

口
�
７
１
３
９
│
９
５
２
２

身
体
障
害
者
合
同
作
品
展

５

／
21
〜
26
の
10
時
〜
16
時
、中
公
。

絵
画
・
書
道
・
水
墨
画
・
華
道
・

編
み
物
な
ど
。
無
料
。
和
田
�
７

１
６
６
│
１
９
９
３

押
し
花
体
験
会

５
／
27
の
15

時
〜
17
時
か
６
／
10
の
10
時
〜
12

時
、
藤
心
近
セ
。
押
し
花
で
小
物

製
作
。
千
円
。
渋
谷
�
７
１
７
２

│
６
２
２
０

柏
地
区
鹿
児
島
県
人
会
総
会

６
／
２
の
12
時
〜
15
時
、
ホ
テ
ル

サ
ン
ガ
ー
デ
ン
柏
。
無
料
。
池
田

�
７
１
７
２
│
７
１
３
７

女
声
合
唱
団
・
こ
〜
る
あ
り
え

っ
と
「
コ
ン
サ
ー
ト
の
お
誘
い
」

５
／
18
の
14
時
〜
16
時
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。
八
百
円
。
仲
田
�
７
１
７

４
│
２
０
０
８

市
民
美
容
体
操
大
会

５
／
29

の
９
時
半
〜
11
時
半
、
市
民
体
育

館
。
女
性
。
無
料
。
田
代
�
７
１

４
６
│
７
６
３
１

ふ
し
ぎ
な
花
倶
楽
部
「
押
し
花

作
品
展
」

５
／
25
ま
で
の
９
時

〜
17
時
、
柏
の
葉
公
園
セ
ン
タ
ー

緑
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
無
料
。
山
田

�
７
１
５
５
│
１
６
３
１

陳
氏
太
極
拳
同
好
会
・
柏

毎

�
９
時
、豊
四
季
台
近
セ
体
育
館
。

2

二
千
円
、3

三
千
円
。
小
河
原

�
７
１
４
６
│
６
８
７
１

社
交
ダ
ン
ス
「
大
塚
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
」

月
四
回
�
13
時
、
布

施
近
セ
。
女
性
歓
迎
。2

千
円
、

3

三
千
円
。
大
久
保
�
７
１
３
１

│
１
８
８
９

社
交
ダ
ン
ス
「
土
曜
会
」

月

四
回
�
19
時
、
松
葉
近
セ
。
初
心

者
。
講
師
は
プ
ロ
。2

千
円
、3

三
千
円
。
大
木
�
７
１
３
３
│
６

３
６
６

書
道
・
ペ
ン
習
字

第
一
・
三

�
10
時
、
豊
四
季
台
近
セ
。
初
心

者
歓
迎
。2

千
五
百
円
、3

千
五

百
円
。
小
川
�
７
１
４
４
│
７
３

６
５パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
「
マ
ミ

ー
＆
キ
ル
ト
」

月
一
回
�
か
�

10
時
、
豊
四
季
台
近
セ
。
初
心
者
。

2

千
二
百
円
、3

千
二
百
円
。
高

橋
�
７
１
４
９
│
５
６
７
７

登
吟
会

第
二
・
四
�
９
時
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
詩
吟
、
謡
曲
。3

詩
吟
＝
二
千
五
百
円
、
謡
曲
＝
三

千
円
、（
三
カ
月
間
は
無
料
）。
小

池
�
７
１
６
３
│
８
０
４
３

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

催
し
・
講
習
会

講座名� と　き� 対　　　象� 内　　　容� 申 し 込 み �

6月13日～7月11
日の毎週�午前
10時～正午と6
月29日�の午前
・午後（計7回）�

6月10日��
午後1時半～
4時半�

6月9日�・16
日�午前9時半
～午後0時半�

6月2日��
午前9時半～
午後0時半�

6月1日��
午後5時半～
8時半�

5月27日��
午後1時半～
4時半�

市内在住・在勤
で、文字入力が
できるかた、25
人�

市内在住・在勤で、
初めてパソコンに�
触れるかた、25人�

市内在住・在勤
で、文字入力が
できるかた、25
人�

市内在住・在勤
で、成人のかた、
先着30人�

パソコンの初歩�

イラスト・写真
の貼り付けをし
た文書作り�

次の世代に伝え
るジェンダー、
金子みすゞの世
界、作家・落合
恵子氏の講演等�

往復はがきに希望講
座名を明記し、住所
・氏名・年齢・電話
番号と返信面のあて
先を書いて、〒277―
0005柏5丁目8―12　
柏市中央公民館へ、
�～�は5月20日�
までに、�・�は5月
27日�までに郵送で
（必着）※応募は1人
1通。応募者多数の場
合は抽選�

5月16日�午前9時か
ら、中央公民館へ電
話か直接。保育あり�
（先着20人。要予約）�

�パソコンで
名刺作成�

�パソコンでサー
クル等の案内チ
ラシを作ろう�
�はじめての
人のパソコ
ン教室�

�ワード初心
者講座�

�暑中見舞い
はがき作成�

暑中見舞いのは
がき作り�

�男も女もウ
ィメンズセ
ミナー�

■中央公民館の講座�会場はいずれも中央公民館。無料。�～�はＤＯＳ―Ｖの初期化したフロッピー1枚を用意�

自分の名刺作り�

サークルなどの
案内ちらし作り�

納期限は�
5月31日��

問�

�

※
納
税
通
知
書
は
５
月
８
日
（
水
）
に
発

送
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
の
か
た
は

預
貯
金
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い�

※
新
た
に
口
座
振
替
・
自
動
払
い
込
み
を

ご
利
用
に
な
る
場
合
、
引
き
落
と
し
開

始
ま
で
二
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す�

軽自動車税全期�

納
税
通
知
書
に
つ
い
て
は�

市
民
税
課 

�
７
１
６
７
│
１
１
２
４

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
は�

収
納
課 

�
７
１
６
７
│
１
１
２
２�

講
座
･
講
演
�



介
護
予
防
教
室
と
痴
呆

（
ほ
う
）
相
談
会

市
内
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
高
齢
者
を
在
宅
介

護
す
る
た
め
の
介
護
予
防
教
室

と
、
痴
呆
性
高
齢
者
に
関
す
る

痴
呆
相
談
会
を
別
表
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

1

高
齢
者
支
援
課
�
７
１
６

７
―
１
１
３
５

健
歯
コ
ン
ク
ー
ル
の
応

募
者
を
募
集

�
高
齢
者

と
き

６
月
６
日
（
木
）
午

前
10
時
か
ら

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
、
４
月

１
日
現
在
八
十
歳
以
上
で
自
分

の
歯
（
か
ぶ
せ
た
歯
・
差
し
歯

を
含
む
）
が
二
十
本
以
上
あ
る

か
た�

母
と
子

と
き

６
月
６
日
（
木
）
午

後
３
時
か
ら

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

市
内
在
住
で
、
平
成

13
年
４
月
〜
平
成
14
年
３
月

に
、
三
歳
児
健
康
診
査
を
受
診

し
た
幼
児
と
母
親

�
と
�
の
申
し
込
み

５
月

31
日
（
金
）
ま
で
に
、
健
康
推

進
課
へ
電
話
で

そ
の
他

最
優
秀
者
は
、
６

月
23
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
口

腔
（
こ
う
く
う
）
衛
生
大
会
で

表
彰
さ
れ
ま
す

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

―
３
３
３
３

第
二
清
掃
工
場
の
建
設

工
事
説
明
会

と
き

６
月
２
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ

南
部
近
隣
セ
ン
タ

ー
申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接◎

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

1

清
掃
工
場
建
設
課
�
７
１

６
７
―
１
１
４
０

憲
法
週
間
に
お
け
る
無

料
法
律
相
談

と
き

５
月
28
日
（
火
）
午

前
10
時
〜
11
時
半
・
午
後
１
時

〜
２
時
半

と
こ
ろ

千
葉
地
方
・
家
庭

裁
判
所
松
戸
支
部

内
容

金
銭
・
不
動
産
・
家

庭
内
の
争
い
な
ど
の
相
談

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所

松
戸
支
部
�
０
４
７
―
３
６
８

―
５
１
４
１

８
０
２
０
運
動
の
標
語

と
作
文
を
募
集

対
象

標
語
＝
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
か
た
、
作
文
＝

市
内
在
住
・
在
勤
で
、
二
十
歳

以
上
の
か
た

内
容

歯
科
疾
患
の
予
防
に

関
す
る
標
語
と
作
文

申
し
込
み

標
語
＝
は
が
き

一
枚
に
つ
き
標
語
一
つ
、
作
文

＝
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
縦

書
き
）
五
枚
以
内
に
ま
と
め
、

題
名
を
つ
け
て
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電

話
番
号
を
書
い
て
、
〒
２
７
７

―
０
０
０
４
柏
下
七
三
柏
歯

科
医
師
会
事
務
所
へ
、
５
月
31

日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
（
当

日
消
印
有
効
）

そ
の
他

最
優
秀
者
は
、
６

月
23
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
口

腔
衛
生
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
す

1

柏
歯
科
医
師
会
事
務
所
�

７
１
６
３
―
５
２
６
０

育
児
・
介
護
休
業
関
連

助
成
金
の
説
明
・
相
談

会と
き

６
月
11
日
（
火
）
午

後
１
時
半
〜
４
時
半

と
こ
ろ

柏
商
工
会
議
所

対
象

市
内
の
事
業
者
・
人

事
担
当
者
と
市
内
在
住
・
在
勤

の
か
た
、
先
着
七
十
人
程
度

内
容

改
正
育
児
・
介
護
休

業
法
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
※
終
了

後
、
助
成
金
の
個
別
相
談
あ
り

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

21
世
紀
職
業
財
団
千
葉
事

務
所
�
０
４
３
―
２
２
５
―
５

９
５
９

江
戸
川
左
岸
圏
域
流
域

懇
談
会
の
資
料
を
公
開

３
月
19
日
に
開
い
た
、
懇
談

会
の
資
料
と
議
事
要
旨
を
公
開

し
ま
す
。

と
き

６
月
17
日
（
月
）
ま

で
と
こ
ろ

治
水
課
（
市
役
所

第
一
庁
舎
三
階
）、
千
葉
県
東

葛
飾
土
木
事
務
所
ほ
か

1

千
葉
県
都
市
河
川
課
�
０

４
３
―
２
２
３
―
３
１
５
６

柏
市
芸
能
鑑
賞
会

と
き
・
と
こ
ろ

民
謡
民
舞

の
部
＝
５
月
26
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
、
市
民
文
化
会
館
、

洋
楽
の
部
（
器
楽
・
声
楽
）
＝

６
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
か

ら
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
、
邦
楽
の

部
＝
６
月
２
日
（
日
）
午
前
11

時
か
ら
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

文
化
課
�
７
１
６
７
―
１

４
９
４

光
ケ
丘
商
店
街
歩
道
完

成
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
き

５
月
25
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

光
ケ
丘
商
店
街

内
容

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
屋
台
等

1

光
ケ
丘
商
店
会
�
７
１
７

２
―
１
６
８
６

広報�� 第１１６９号 平成１４年（２００２年）５月１５日

合
唱
「
柏
プ
リ
ム
ラ
・
エ
・
コ

ー
ル
」

毎
�
10
時
、
柏
ビ
レ
ジ

近
セ
。2

千
円
、3

四
千
五
百
円
。

守
田
�
７
１
３
２
│
４
０
３
０

中
国
語
「
虹
の
会
」

月
四
回

�
15
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
級
会

話
。3

四
千
円
。
手
塚
�
７
１
６

４
│
９
３
３
６

手
編
み
グ
ル
ー
プ

第
二
・
四

�
10
時
、
増
尾
近
セ
。
初
心
者
歓

迎
。3

千
五
百
円
。
中
野
�
７
１

７
４
│
４
９
３
２

柏
園
芸
す
み
れ
会

第
一
・
三

�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
か
ニ
ッ
セ

イ
プ
ラ
ザ
。2

千
円
、4

六
千
円
。

河
向
�
７
１
７
２
│
２
６
９
７

書
道
と
ペ
ン
習
字

第
二
・
四

�
10
時
、
松
葉
近
セ
。
初
心
者
歓

迎
。2

千
五
百
円
、3

千
五
百
円
。

原
口
�
７
１
３
４
│
２
７
３
７

手
造
り
パ
ン
と
お
菓
子
を
作
る

会

月
一
回
�
９
時
半
、
旭
町
近

セ
・
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
・
光
ケ
丘
近

セ
。2

二
千
円
、3

三
千
円
。
藤

岡
�
７
１
７
２
│
６
６
４
６

房
総
の
太
巻
き
お
花
ず
し
を
巻

く
会

月
一
回
�
９
時
半
、
旭
町

近
セ
・
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
・
光
ケ
丘
近

セ
。2

二
千
円
、3

三
千
円
。
広

岡
�
７
１
７
３
│
２
４
７
６

詩
吟

月
二
〜
三
回
�
９
時
、

新
富
近
セ
。3

二
千
五
百
円
（
三

カ
月
間
は
無
料
）。
桑
原
�
７
１

４
４
│
４
８
８
６

カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
（
初
級
）

毎
�
15
時
半
＝
柏
ビ
レ
ジ
近
セ
、

毎
�
15
時
＝
光
ケ
丘
近
セ
、
毎
�

９
時
＝
中
公
。
一
回
五
百
円
。
福

田
�
７
１
６
３
│
２
０
７
６

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

第
一
・

三
�
10
時
と
18
時
半
、
柏
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
。2

三
千
円
、

一
回
二
千
円
。
三
木
�
７
１
７
５

│
６
９
６
８

柏
太
極
拳
（
三
期
会
）

毎
�

13
時
、
市
民
体
育
館
。
中
高
年
の

健
康
増
進
。2

千
円
、3

二
千
円
。

山
川
�
７
１
６
４
│
０
９
３
４

健
美
サ
ー
ク
ル

毎
�
13
時
、

市
民
体
育
館
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
。2

千
円
、3

千
円
。
中
村
�
７
１
３
２
│
２
３

５
６

西
原
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会

毎
�
・
�
９
時
、
西
原
小
。4

八

千
円
。
中
島
�
７
１
５
３
│
０
７

５
９話

し
方
「
ま
ゆ
の
会
」

第
三

�
13
時
半
、
寺
島
文
化
会
館
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。
岡
山
�
７

１
４
９
│
６
３
５
４

訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
陽
だ
ま

り
の
会
」

定
例
会
＝
奇
数
月
の

第
二
�
10
時
、
大
洞
院
。
高
齢
者

と
障
害
者
の
在
宅
支
援
。
小
川
�

７
１
３
２
│
８
６
５
３

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
柏
ク
ィ
ー
ン

ズ
」

毎
�
・
�
10
時
、
高
田
運

動
広
場
。
十
八
歳
以
上
の
女
性
。

3

千
円
。
伊
藤
�
７
１
３
１
│
３

７
８
８

女
声
コ
ー
ラ
ス
「
コ
ー
ル
・
メ

ノ
ー
ラ
」

毎
�
９
時
、
松
葉
近

セ
。2

千
円
、3

三
千
五
百
円
。

見
学
自
由
。
白
石
�
７
１
３
３
│

６
２
４
８

社
交
ダ
ン
ス
「
Ｊ
・
Ｄ
・
Ｃ
」

毎
�
14
時
、寺
島
文
化
会
館
ほ
か
。

一
・
二
年
の
経
験
者
。見
学
歓
迎
。

2

千
円
、3

三
千
五
百
円
。
前
田

�
７
１
３
３
│
１
３
８
７

カ
ラ
オ
ケ
藤
心

第
一
〜
三
�

15
時
、
藤
心
近
セ
。
初
心
者
の
女

性
、
若
干
名
。
講
師
指
導
あ
り
。

2

千
円
、3

千
円
。
近
藤
�
７
１

７
３
│
５
８
１
７

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
エ
メ
ラ
ル

ド
」

月
四
回
�
15
時
、
豊
四
季

台
近
セ
。2

二
千
円
、3

三
千
五

百
円
。
小
野
�
７
１
３
１
│
０
３

６
３社

交
ダ
ン
ス
「
柏
桜
会
」

第

二
・
四
�
13
時
、
根
戸
近
セ
。2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。
飯
山
�

７
１
３
２
│
８
７
７
３

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
合

唱
サ
ー
ク
ル

第
二
・
四
�
10
時

か
13
時
半
、
県
プ
ラ
。
混
声
・
女

声
・
男
声
。2

千
円
、3

二
千
円
。

平
井
�
７
１
３
１
│
５
３
６
３

雲
の
会
ペ
ン
字

第
二
・
四
�

９
時
45
分
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
心

者
歓
迎
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。

牛
木
�
７
１
４
３
│
７
０
１
８

（
20
時
以
降
）

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す

　1歳6カ月～3歳児と保護者を対象に、ふれあい保育「わい
わい」を行っています。費用は無料。楽しく遊びましょう。 

　子育てサークルを対象に、保育士が活動場所へ出向き、楽
しい遊びやおもちゃ作りなどを一緒に行います。�

子育てサークル、1日1サークル（月4サークルまで）�
利用したい日の前月1日午前9時から、豊住保育園�
（�7174─7197）へ電話で�

対　象�
申し込み�

別掲のとおり（雨
天中止）�
当日、会場へ直接�

5月29日�午前10時～11時半�
柏ふるさと公園※雨�
天の場合は市民体育�
館�
体操・歌遊び・子育�
て相談など�
当日、会場へ直接�

とき・�
ところ�
申し込み�

と　き�
ところ�
�
�
内　容�
�
申し込み�

　保育士と一緒に手遊び
やエプロンシアターを楽
しんでみませんか。�

問�保育課 �7167─1137

子育て支援� で遊ぼう�

ミニなかよし広場�

春のなかよし広場�

遊びの支援�

6月 3日��
4日��
7日��
10日��
28日��

7月 1日��
2日��
8日��
15日��
22日��

豊町第二公園�
亀甲台公園�
並木第二公園�
名戸ケ谷第二公園�
酒井根グラウンド�
西十余二第一公園�
千代田町公園�
松葉第一公園�
南部公園�
豊四季庚塚緑地�

※時間はいずれも午前10時半
～11時半�

施　　　設　　　名� 電話番号� 痴呆相談会�介護予防教室�

さかき光陽在宅介護支援センター（介護老人保健施設さかき光陽内）�

八幡苑在宅介護支援センター（デイサービスセンター八幡苑内）�

ひかり隣保館在宅介護支援センター（特別養護老人ホームひかり隣保館内）�

はみんぐ在宅介護支援センター（介護老人保健施設はみんぐ内）�

ほほえみ協同在宅介護支援センター（若柴110）�

アイリス新柏在宅介護支援センター（新柏1丁目13─9）�

在宅介護支援センター望陽荘（特別養護老人ホーム望陽荘内）�

在宅介護支援センター四季の里（特別養護老人ホーム四季の里内）�

生活クラブ生協在宅介護支援センターあいの手柏�
（千代田3丁目14─14）�

南部在宅介護支援センター（柏市南部老人福祉センター内）�

7137─0555

7165─1603

7131─4109

7135─2288

7134─5225

7131─9944

7146─5888

7175─2281

7175─5115

7168─7070

5月28日�・9月28日��7月25日��

7月15日��

7月27日��

7月13日��

7月中旬�

7月14日��

6月15日��

8月24日��

6月中旬� 8月中旬�

5月15日�・9月14日��

6月22日��

6月8日�・7月13日��
・9月14日��

5月18日�・9月28日��

9月14日��

5月18日�・9月21日��

5月18日�・9月中旬�

9月8日��

■介護予防教室・痴呆相談会�

お
知
ら
せ
�

催
 
し

お
は
な
し
会

と
き

５
月
28
日
（
火
）
午

後
３
時
半
〜
４
時
半

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン

タ
ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
）対

象

幼
児
〜
小
学
生
、
先

着
二
百
人

内
容

人
形
劇
ほ
か

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
３
―
４
０
５
０

お
は
な
し
会

と
き

６
月
７
日
（
金
）
午

前
10
時
半
〜
11
時
20
分

と
こ
ろ

豊
四
季
台
児
童
セ

こ
ど
も
の
広
場

ン
タ
ー

対
象

幼
児
（
保
護
者
同

伴
）、
先
着
五
十
組

内
容

人
形
劇
ほ
か

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

豊
四
季
台
児
童
セ
ン
タ
ー

�
７
１
４
４
―
５
３
６
３

学
校
週
五
日
制
対
応
事

業
「
親
と
子
の
ふ
れ
あ

い
教
室
」

と
き

５
月
25
日
〜
来
年
３

月
８
日
の
毎
月
第
二
土
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午（
８
月
を
除
く
、

計
十
回
）
※
５
月
は
第
四
土
曜

日
と
こ
ろ

柏
中
学
校
ほ
か

対
象

小
学
一
〜
四
年
生
と

保
護
者
、
先
着
三
十
五
組

内
容

工
作
や
自
然
観
察

費
用

一
回
に
つ
き
、
一
組

五
百
円
程
度
（
材
料
費
）

申
し
込
み

５
月
16
日（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
柏
市
中
央
公

民
館
へ
電
話
か
直
接

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

―
１
８
１
１
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昨
年
９
月
か
ら
一
カ
月
間
、
ラ
ク

ダ
と
徒
歩
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
行
く

「
第
二
次
西
域
南
道
探
検
隊
」
に
参

加
し
た
。
中
国
・
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂

漠
南
部
の
チ
ャ
リ
ク
リ
ク
〜
ホ
ー
タ

ン
を
移
動
し
た
一
行
の
総
移
動
距
離

は
九
百
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。

「
西
域
南
道
探
検
隊
」
は
東
京
都

杉
並
区
の
市
民
グ
ル
ー
プ
「
地
球
と

話
す
会
」
が
企
画
し
た
も
の
で
、
参

加
人
数
は
三
十
七
人
。
柏
市
か
ら
の

参
加
は
福
島
さ
ん
た
だ
一
人
だ
。
十

年
前
の
「
第
一
次
」
の
と
き
は
、
仕

事
や
家
庭
の
事
情
で
あ
き
ら
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
今
回
は
、
夫
や
職

場
の
理
解
も
あ
っ
て
十
年
越
し
の
念

願
が
か
な
っ
た
形
だ
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が
特
に
好
き
だ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
学
生
時

代
か
ら
仏
像
の
顔
が
好
き
で
、
仏
教

の
伝
来
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
が
何
と
な
く
気
に
な
っ
た
。

ラ
ク
ダ
に
揺
ら
れ
て
旅
す
る
と
い
う

光
景
に
も
漠
然
と
夢
を
描
い
て
い
た
。

し
か
し
、
実
際
の
砂
漠
は
生
易
し

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
吹
き
す
さ

ぶ
砂
嵐
に
同
行
の
車
は
足
を
取
ら
れ

立
ち
往
生
し
、
昼
と
夜
の
気
温
の
差

は
三
十
度
を
超
え
た
。
テ
ン
ト
に
は

ふ
ろ
は
お
ろ
か
、ト
イ
レ
す
ら
な
い
。

「
道
を
隔
て
て
男
は
右
に
、
女
は
左

に
な
ん
て
感
じ
で
し
た
」
と
笑
う
。

自
然
は
厳
し
い
反
面
、
そ
の
美
し

さ
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
心
を
奪

わ
れ
た
。
夜
に
は
、
�
こ
の
旅
一
番

の
ご
馳
走
�
だ
っ
た
と
い
う
降
る
よ

う
な
星
空
や
月
が
出
迎
え
て
く
れ

た
。
ま
た
、
成
長
す
る
の
に
千
年
を

要
し
、枯
れ
る
ま
で
に
千
年
を
要
し
、

朽
ち
る
ま
で
に
更
に
千
年
を
要
す
る

胡
楊
（
こ
よ
う
）
と
い
う
砂
漠
の
木

を
見
て
は
、
古
の
旅
人
を
想
っ
た
。

地
元
の
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
人

懐
っ
こ
く
、
い
つ
も
後
を
追
い
か
け

て
き
た
。
そ
の
目
の
輝
き
は
日
本
の

子
ど
も
た
ち
と
は
違
っ
て
見
え
た
と

い
う
。「
親
の
手
伝
い
を
よ
く
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
自
分
が
子
ど
も

の
こ
ろ
の
日
本
の
姿
が
こ
う
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

懐
か
し
む
よ
う
に
半
年
前
の
貴
重

な
体
験
を
話
す
福
島
さ
ん
。
悠
久
の

地
の
魅
力
は
ま
た
い
つ
か
彼
女
を
引

き
寄
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

旭
町
七
丁
目
在
住
。
夫
と
二
人
暮

ら
し
。
五
十
八
歳

ラクダと徒歩でシルクロードを探検
ふく しま　　　　 か　　よ こ

No.366

悠久の地に魅せられて

街�の�街�の�

福島　嘉代子さん

県内で初となるブックスタート事業が保健
センターで始まりました。この事業は絵本を
通して親子のコミュニケーションを深めてい
こうというもので、1歳6カ月児健康診査時
に、絵本や絵本のリストなどをボランティア
のかたがメッセージを添えて渡します。初日
の5月7日には、41人の子どもたちがおとうさ
ん、おかあさんと一緒に本を見ながら、にっ
こり。将来的にはボランティアと図書館が協
力して開く読み聞かせ会などを通して、子育
ての支援を行っていきます。

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
に

�
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
�が
開
始

柏
の
葉
に
あ
る
さ
わ

や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

で
、
５
月
３
日
・
４
日

に
「2002

年
春
の
県
民

プ
ラ
ザ
祭
り
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
室
内
会
場

で
は
、
竹
馬
や
竹
と
ん
ぼ
（
写
真
右
下
）、
紙
飛
行
機
な

ど
、
昔
の
遊
び
に
子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
。
慣
れ
な
い
な

が
ら
も
、
い
つ
の
ま
に
か
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

４
日
に
行
わ
れ
た
乳
搾
り
体
験
で
は
、
大
き
い
牛
を
前

に
子
ど
も
た
ち
は
お
っ
か
な
び
っ
く
り
。
で
も
、
中
に

は
牛
の
大
き
な
お
っ
ぱ
い
に
大
喜
び
の
子
も
。

大きな牛にビックリ
県プラまつりで乳搾り体験

田中中学校恒例の茶摘みが、八十八夜に当た
る5月2日、市内61カ所で行われました。この催し
は昭和32年以来行われているもので、今年は全
校生徒約600人が参加しました。1年生は今回が初
めての経験ながら、なかなかのハイペース。友
達同士、楽しくおしゃべりをしながらも快調に
葉を摘んでいました。摘んだ葉は、製茶したの
ち、給食時にマドレーヌにして食べる予定です。

初めてでも楽しい�
田中中で恒例の茶摘み

�

合羽刷りの手法で輪郭を染めた後に手彩
色を加えています。勢いのある筆のタッチ
が型染の表現効果を豊かなものにしていま
す。

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �7164-6413

丸文柳水仙（板絵）

「芹沢7介四季の彩り」
5月19日�まで

※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、
その翌日）

柏そごう8階連絡通路で5月20
日まで写真展「ラクダと旅し
たシルクロード」を開催中


